
　11月15日㈭村道天代坪野線「土合橋」の開通式が
執り行なわれました。
　式ではくす玉が用意され、来賓と北信保育園の園
児により割られました。また渡り初めでも、北信保
育園の園児と森川村長が並んで歩き、最後は風船を
空高くに放ち、６年の建設期間を経て晴れやかな開
通式となりました。

【土合橋　Ｌ＝34.0ｍ】

～土合橋開通式～ 主な内容

広　報
発行／栄村役場

平成30年

第421号
12月号

■栄村表彰式についてほか
■寄附金についてほか
■道路除雪のお願いについて
■水道管凍結防止依頼についてほか
■雪山実験結果についてほか
■保健だより
北信広域連合広報紙『ふるさと北信濃2018冬号』
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写真提供：阿部宣彦氏
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平
成
30
年
度

栄
村
表
彰
式
開
催

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

消
防
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

栄
村
戦
没
者
追
悼
式

停
電
情
報

　サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
栄
村
表
彰
は
2
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
3
日
㈯
の
栄
村
役
場
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
へ
は
1
名
の
方
が
出
席
を
さ

れ
、
森
川
村
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
功
労
の
部
〉

○
齋さ

い

藤と
う

　
眞し

ん

吾ご

（
切
欠
）

　
41
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
4
年
間
消

防
団
長
と
し
て
旺
盛
な
責
任
感
と
す
ぐ

れ
た
識
見
を
も
っ
て
村
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
重
要
な
職
務
を
全
う
さ
れ
ま

し
た
。

〈
善
行
の
部
〉

○
株
式
会
社
　
中
日
技
研

　
　
取
締
役
会
長
　
月つ

き

岡お
か

　
靖や

す
し

 

（
愛
知
県
岡
崎
市
）

　
村
の
公
益
の
た
め
多
額
の
篤
志
と
小

型
電
気
自
動
車
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
２

▲功労の部で受賞された齋藤眞吾さん
（前列右から２番目）

▶
追
悼
式
に
参
加
し
た
栄
中
学
校
３
年
生

▲整備した防寒着

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
を
追
悼

す
る
、
栄
村
戦
没
者
追
悼
式
が
、
11
月

7
日
㈬
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
長
を
は
じ

め
、
来
賓
の
方
々
が
追
悼
の
辞
を
述
べ

た
後
、
栄
中
学
校
3
年
生
が
広
島
平
和

学
習
の
成
果
を
報
告
。
生
徒
た
ち
が
現

地
で
感
じ
た
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
訴

え
、
遺
族
や
参
列
者
と
共
に
生
徒
も
追

悼
の
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
献
花
後
に
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

が
多
く
な
る
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
原

爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
人
々
が
ま
だ
居

る
こ
と
な
ど
、
戦
争
か
ら
は
何
も
生
ま

れ
な
い
事
を
森
重
副
村
長
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用

し
、
消
防
団
員
用
防
寒
着
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
社
会
の

　「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」
ア
プ
リ
（
無
料
）

で
は
、
中
部
電
力
の
停
電
情
報
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
で
停
電
情
報
だ
け
で
な

く
、
天
気
情
報
や
防
災
情
報
も
配
信
し

て
い
ま
す
。

　
会
員
登
録
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

※
通
信
費
は
利
用
者
負
担

◇
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト

　http://K
izuna.chuden.jp/sp/

　help/A
pp/dow

nload.htm
l

【
問
合
せ
先
】

　
中
部
電
力
㈱
長
野
営
業
所

　
☎
０
１
２
０
―

９
８
５
―

２
３
２

健
全
な

発
展
を

目
的
と

し
て
実

施
さ
れ

て
い
ま

す
。
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
厚
志
を
あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

■
10
月
22
日
㈪
前
村
長
の
奥
さ
ん
島
田

正
子
さ
ん（
箕
作
）よ
り
、役
場
行
政
運

営
に
役
立
て
ほ
し
い
と
、
寄
付
金
と
し

て
50
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
10
月
25
日
㈭
戸
狩
観
光
協
会
女
性
部

の
皆
様
よ
り
、
9
月
17
日
に
「
い
い
や

ま
駅
ま
つ
り
」
で
野
菜
販
売
を
行
い
、

売
上
金
を
県
北
部
地
震
の
復
興
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
今
後
復
興
に
向
け
た
取
組

へ
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　
平
成
30
年
11
月
1
日
、
栄
村
関
西
の

会
5
周
年
記
念
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
栄
村
関
西
の
会
は
、
中
京
圏
に
居
住

し
て
お
ら
れ
る
栄
村
出
身
者
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
会
員
は
現
在
26
名
で
す

が
、
毎
年
総
会
が
開
催

さ
れ
、
親
睦
旅
行
を
実

施
す
る
な
ど
活
発
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
本
村
か
ら

は
森
重
俊
幸
副
村
長
と

島
田
伯
昭
村
議
会
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
が
、

参
会
の
皆
さ
ま
の
栄
村

を
想
う
気
持
ち
と
共

に
、「
栄
村
の
こ
れ
ま

で
、
今
、
そ
し
て
未
来
」

話
に
花
が
咲
き
、
笑
顔

と
明
る
い
笑
い
声
に
会

場
が
包
ま
れ
て
楽
し

い
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　
併
せ
て
、
水
井
康
博

会
長
か
ら
、「
村
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
い
う
想
い
の
こ
も
っ

た
主
旨
の
〝
ご
芳
志
〞
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
ご
芳
志
は
、
会
の
発
足
以
来
毎
年

い
た
だ
い
て
お
り
、
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

栄
村
関
西
の
会
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

お
心
遣
い
に
深
く
感
謝
し
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　南越後観光バス㈱の路線バス運行区間の変更により、津南町見玉から栄
村切明の公共交通を確保するため、10月１日からデマンド交通「秋山郷線」
を、津南町と共同で下記の通り運行を開始しました。

電話予約が必要ですが、１回300円で利用可能です。
※切明から見玉の間、住宅の付近であれば予約した場所で乗降ができます。
秋山郷線デマンド交通の予約は ☎025-766-2949 へお願いします。

 秋山から見玉行　　【切明発】 ６：20　 ８：50　16：20　計３便

 見玉から秋山行　　【見玉発】11：50　14：30　17：40　計３便

秋山郷でデマンド交通開始

▲栄村関西の会　５周年記念にて記念撮影

戸狩観光協会女性部（左） 島田正子さん（左）
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①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
降
雪
中
や
夜
間
の
作
業
は
視
界
も
悪

く
路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。ま
た
、

駐
車
さ
れ
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き

ず
、交
通
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
と
大
変

危
険
で
す
。
車
間
距
離
を
十
分
と
り
、

30
ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
止
ま
っ
て
い
る
除
雪
車
に
も
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
出
入
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
各
家

庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
住
宅

の
出
入
口
付
近
な
ど
に
雪
が
た
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

雪
は
各
家
庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
外
し
、
水
路
へ
雪
を
流
す
場
合
は
、

除
雪
後
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
付
い
た
雪

を
し
っ
か
り
落
と
し
て
、
路
面
よ
り
高

く
な
ら
な
い
よ
う
に
元
に
戻
し
て
く
だ

さ
い
。

④
夕
方
の
降
雪
は
、
翌
日
の
早
朝

除
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
午
後
3
時
以
降
に
降
雪
が
15
㎝
以
上

あ
っ
た
場
合
で
も
、
翌
朝
の
除
雪
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
積
雪
の
状
況
で
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
降
雪
時
間
、
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑥
昼
間
は
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出

な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　
午
前
10
時
〜
11
時
と
午
後
2
時
〜

3
時
の
2
時
間
は
、
タ
イ
マ
ー
の
設
定

に
よ
り
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

⑦
役
場
駐
車
場
は
夜
間
の
駐
車
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
役
場
駐
車
場
は
、
役
場
に
用
事
の
あ

る
方
以
外
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
夜
間
・
早
朝
は
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
降
雪
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
建
設
係

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
1
1
3

歩行除雪機による事故・雪下ろし中の事故を防ぎましょう！村
の
除
雪
作
業
は
、

降
雪
15
㎝
以
上
が

目
安
と
な
り
ま
す
！

◆除雪機を使用する際には、使用者の責任において、正しい操作で、安全に作業しましょう。
①除雪作業中は、まわりに人を近付けないようにしましょう！　
②雪詰まりを取り除くときはエンジンを停止し、必ず雪かき棒を使いましょう！
③除雪機から離れるときは、必ずエンジンを停止してください！
④後進するときは、足もとや後方の障害物に注意してください！
◆屋根の雪下ろしを行うとき
①転落事故や屋根雪の下敷きにならないように、十分に注意して作業しましょう！
②できるだけ２人以上で作業しましょう！
③ヘルメットをかぶったり、命綱を付けたりして安全を確保しましょう！

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冬
期
間
、
村
で
は
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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水
道
の
宅
内
配
管

凍
結
防
止
に
つ
い
て
の

お
願
い

　
冬
期
間
は
寒
波
に
よ
る
凍
結
や
落
雪
等

に
よ
り
水
道
管
が
破
損
漏
水
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
器
か
ら
先
の
宅
内
配
管
は
、

使
用
者
個
人
の
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

も
し
、
漏
水
事
故
が
あ
る
と
、
地
区
全
体

の
断
水
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
多
額
の
水
道

料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
漏
水
事
故
の
な
い
よ
う
に
水
道
の
管
理

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
部
分
が
外
気
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
電
熱

線
、
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
等
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
差
し
込

ま
れ
て
い
る
か
、
通
電
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
屋
外
水
道
、
不
凍
栓
に
は
棒
な
ど
の
目

印
を
立
て
て
、
雪
下
ろ
し
や
除
雪
作
業

に
よ
る
破
損
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
長
期
間
不
在
と
な
る
家
屋
ま
た
は
冬
期

間
使
用
し
な
い
屋
外
水
道
な
ど
は
、
不

凍
栓
を
閉
め
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
メ
ー
タ
ー
の

表
示
盤
に
、
漏
水

マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
た
場
合
は
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
宅
内

の
配
管
を
点
検

し
、
産
業
建
設
課

へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ

け
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
お
湯
を
か
け
て
も
解
け
な
い
場

合
は
水
道
修
理
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

《
冬
期
間
の
メ
ー
タ
ー
検
針
》

　
玄
関
先
等
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
表
示
盤

を
設
置
し
て
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
1

月
と
3
月
に
メ
ー
タ
ー
検
針
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
表
示
盤
付
近
の
除
雪
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
3

◇年末年始の各施設等の業務日程

役場及び秋山支所
12月29日㈯～１月３日㈭まで休業
※役場は日直がいますので各種届出の受領はできますが、
　証明書の発行等はできませんので、ご了承ください。

栄村診療所 12月29日㈯～１月３日㈭まで休診

栄村歯科診療所 12月29日㈯～１月４日㈮まで休診

老人福祉センター（長瀬） 12月25日㈫～１月３日㈭まで休業

高齢者総合福祉センター 12月30日㈰～１月２日㈬まで休業

高齢者生きがいセンター 12月29日㈯～１月３日㈭まで休業

デマンド交通
（カタクリ号）

12月28日　通常ダイヤ
12月29・30・31日、１月２・３日　土日・祝日ダイヤ
※１月１日運休　１月２日の予約は12月31日までにお願いします。

◇津南衛生施設組合の開業日（詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください）
津南衛生施設組合の年末年始の開業日をお知らせします。皆さんのご理解ご協力をお願いします。
【問合せ先】☎025‒765‒3495　※12月31日～１月３日は電話応対できませんので、ご了承願います。

ごみ処理業務 12月29日㈯ 平常開業　12月30日㈰ 8：45～12：00　13：00～16：00開業
12月31日㈪～１月３日㈭ 休業　※１月４日㈮から平常開業

し尿処理業務 12月28日㈮まで平常開業
12月29日㈯～１月３日㈭ 休業　※１月４日㈮から平常開業

火葬業務 12月30日㈰ 平常受付　12月31日㈰ 午前のみ受付
12月31日㈪～１月２日㈬ 休業　※１月３日㈭から平常受付

凍
結
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

宅
内
配
管
で
漏
水
の
確
認
方
法

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
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高
齢
者
交
通
安
全

教
室
開
催

栄
村
防
犯
協
会
女
性
部
に

よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

活
動
を
実
施

　
11
月
１
日
㈭
栄
村
交
通
安
全
協
会
主

催
の
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
北
野
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

「
喜
楽
会
」
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
長
瀬

の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ

れ
、
最
初
に
長
野
交
通
安
全
指
導
員
の

皆
さ
ん
ご
協
力
の
も
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
横
断

歩
道
を
渡
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験

を
行
い
、
道
路
を
横
断
す
る
際
の
注
意

す
べ
き
点
な
ど
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
㈭
栄
村
防
犯
協
会
女
性
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

活
動
が
森
の
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
医
療
費
還
付
金
詐
欺
に
つ

い
て
実
際
に
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

寸
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
ダ

ン
ス
も
演
じ
ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々

へ
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　
総
務
課
　
情
報
防
災
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
２

　
体
験
後
は
、
長
野
県
自
動
車
販
売
協

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
や
腹
話
術
に

よ
る
交
通
安
全
だ
け
で
な
く
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
に
つ
い
て
も
講
習
を
受
け
、

日
常
生
活
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
な

ど
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
再
度
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
栄
村
交
通
安
全
協
会
で
は
、
希
望
団

体
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
随
時
受

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
栄
村
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
２

スローガン　～思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔～

◇夕暮れから夜間の外出時は、夜光反射材や自発光材を使用して、自分の存在をアピールしましょう。
また、夕暮れ時は車のライトを早めに点灯し、夜間は原則上向きライトにしましょう。

◇飲酒運転四（し）ない運動「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」「乗る人には飲ませない」「飲んだ人に
は運転させない」を徹底しましょう。あらかじめ運転者を決めておくハンドルキーパー運動を推進しましょう。

◇シートベルト・チャイルドシートは「命綱」です。後部座席を含めたすべての座席で、正しく着用し、守れる
命を確実に守りましょう。

▲シュミレーション体験の様子

▲寸劇では面白おかしく、交通安全に対して指導いただきました

▲ダンスによる特殊詐欺防止を呼びかけました

年末の交通安全運動が実施されます
期間　 平成30年12月１日㈯～平成30年12月31日㈪
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平
成
31
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

林
業
退
職
金

共
済
制
度（
林
退
共
）の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が

サ
ポ
ー
ト

放
送
大
学
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
地
域
を
よ

く
し
た
い
」「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み

た
い
」
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
こ
の
支

援
金
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域

づ
く
り
を
実
践
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
が

円
滑
に
こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
制
度
の
概
要
等
を
ご
案
内
す
る

説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
に
向
け
て
本
事
業
の
活

用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
平
成
30
年
12
月
21
日
㈮

13
時
30
分
〜
15
時

◇
場
所
　
飯
山
庁
舎
　
大
会
議
室

※
個
別
相
談
会
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は

12
月
17
日
ま
で
に
総
務
課
企
画
財

政
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

北
信
地
域
振
興
局

☎
０
２
６
９
―

２
３
―

０
２
０
１

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し

て
い
た
方
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手

続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
又
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、
被

共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
、
現
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に

も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
―

６
７
３
１
―

２
８
８
９

F
A
X
０
３
―

６
７
３
１
―

２
８
９
０

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

h
ttp

://w
w

w
.rin

taik
y
o.

taisyokukin.go.jp/

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

◇
融
資
額
　
子
ど
も
一
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
3
5
0
万
円
以
内

◇
金

　
　利
　
年
1
・
78
％

◇
返
済
期
間
　
15
年
以
内

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

◇
適
応
範
囲
　
入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
、

家
賃
な
ど

◇
保

　
　証
　（
公
財
）
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金

◇
H

　
　P
　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索

【
問
合
せ
先
】

　
教
育
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６

　
ま
た
は
０
３
―

５
３
２
１
―

８
６
５
６

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
　
長
野
支
店

　
国
民
生
活
事
業

　
☎
０
２
６
―

２
３
３
―

２
１
４
１

　
放
送
大
学
は
、
2
0
1
9
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら

90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
9
万
人
の
学

生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、

学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
期
間

　
第
１
回
　
2
月
28
日
ま
で

　
第
2
回
　
3
月
17
日
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
６
―

５
８
―

２
３
３
２

長
野
県
元
気
づ
く
り
支
援
金

で
検
索
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10
月
27
～
28
日
、
武
蔵
村
山
市
で
行

わ
れ
た
デ
エ
ダ
ラ
ま
つ
り
で
、
村
内
女

性
加
工
グ
ル
ー
プ
「
え
ご
ま
っ
娘
」
に

よ
る
「
玄
米
あ
ん
ぼ
」
の
試
験
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
販
売
し
た
あ
ん
ぼ
は「
健
康
食
」

の
視
点
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。
あ
ん
ぼ

の
生
地
に
「
玄
米
の
粉
」
を
使
用
し
て
、

中
身
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
、小
豆
つ
ぶ
あ
ん
、

大
根
菜
み
そ
炒
め
」
の
３
種
類
を
用
意

し
、「
玄
米
あ
ん
ぼ
３
姉
妹
」
と
称
し

販
売
し
ま
し
た
。　

　

食
べ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
そ
の
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
50
名
余
り

の
方
か
ら
感
想
等
を
伺
い
ま
し
た
。「
美

味
し
い
」
と
感
じ
た
人
が
約
９
割
で
あ

り
、
健
康
食
と
し
て
「
玄
米
は
良
い
」

と
い
う
意
見
が
ほ
ぼ
全
員
か
ら
あ
り
、

都
会
の
人
達
に
「
玄
米
あ
ん
ぼ
」
を
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
十
分
あ

る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
ふ
ま
え
、
玄
米
あ
ん
ぼ
が
村

の
名
物
の
一
つ
に
な
る
よ
う
検
討
を
重

ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
山
デ
エ
ダ
ラ
ま
つ
り
で

「
玄
米
あ
ん
ぼ
３
姉
妹
」

を
試
験
販
売
！

雪
山
貯
蔵
実
験
結
果
報
告

〈
一
年
中
雪
を
残
す
の
も

夢
じ
ゃ
な
い
!
〉

▲焼きたての「玄米あんぼ」

▲賑わいをみせる栄村ブース

図１　雪山の高さと平均気温の変化
　

毎
年
タ
ダ
で
降
っ
て
く
る
雪
を
、
地

域
資
源
と
し
て
村
内
で
有
効
活
用
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
４
月
～
10
月
に
森
地

区
の
谷
地
籍
で
木
材
チ
ッ
プ
に
よ
る
雪

山
貯
蔵
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
栄
村
で
雪
が
い
つ
ま
で
保
存
で
き

る
の
か
、
雪
の
融
解
傾
向
を
調
査
す
る

た
め
、
雪
山
の
大
き
さ
を
定
期
的
に
測

定
し
ま
し
た
。
10
月
末
現
在
で
、
雪
の

質
量
約
45
ト
ン
、
高
さ
約
１
ｍ
の
雪
山

が
残
り
ま
し
た
。

　

図
１
で
は
、
気
温
が
上
が
っ
て
い
く

と
同
時
に
雪
山
の
高
さ
が
な
だ
ら
か
に

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

暑
い
７
～
８
月
で
も
一
気
に
雪
山
が
減

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
程
度

一
定
の
速
さ
で
融
解
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
夏
場
の
暑
い
時
期

を
通
し
て
も
雪
が
ゆ
る
や
か
に
融
解
し

て
い
る
の
は
、
雪
山
の
高
さ
と
木
材
チ

ッ
プ
の
被
覆
す
る
厚
さ
が
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
に
幅
広

く
大
き
な
雪
山
を
作
っ
た
と
し
て
も
、

高
さ
が
低
い
と
す
ぐ
に
融
け
て
し
ま
い

ま
す
。
被
覆
材
の
厚
さ
に
関
し
て
は
、

30
㎝
以
上
の
厚
さ
の
木
材
チ
ッ
プ
で
被

覆
す
る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ッ
プ
の
層
内

部
が
湿
潤
状
態
と
な
り
、
太
陽
熱
等
の

影
響
を
直
接
受
け
な
い
た
め
雪
が
融
け

に
く
く
な
る
の
で
す
。
雪
の
融
解
傾
向

と
し
て
は
、
平
均
す
る
と
一
日
に
約
12

㎜
の
高
さ
の
雪
が
融
け
て
い
く
計
算
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
通
年
の
雪
利
用

の
際
に
必
要
と
な
る
貯
雪
量
の
把
握
に

役
立
ち
ま
す
。
夏
場
の
イ
ベ
ン
ト
や
冷

房
、
農
産
物
等
の

貯
蔵
や
熟
成
等
、

雪
の
活
用
事
例
を

増
や
し
て
い
き
、

栄
村
の
ア
ピ
ー
ル

要
素
と
し
て
の
雪

活
用
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑳
❖❖

中
国
蘇
州
市
か
ら

紅
葉
の
栄
村
訪
問

栄
村
の
自
然
の
実
態
に
迫
る

　

村
が
交
流
を
進
め
て
い
る
中
国
蘇
州

市
よ
り
27
名
の
団
体
が
、
11
月
６
日
～

10
日
ま
で
５
泊
６
日
の
日
程
で
紅
葉
の

美
し
い
栄
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
来
訪
し
た
蘇
州
市
の
皆
さ
ん
は

小
学
生
１
人
を
含
み
半
数
以
上
が
女
性

で
、
年
配
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
の

で
、
宿
泊
し
た
ト
マ
ト
の
国
や
北
野
天

満
温
泉
の
周
辺
や
秋
山
郷
の
中
津
川
沿

線
の
色
と
り
ど
り
の
紅
葉
の
美
し
さ
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
ス
キ
ー
場

の
中
腹
に
あ
る
展
望
台
か
ら
の
苗
場
山

河
岸
段
丘
と
千
曲
川
が
見
下
ろ
せ
る
景

色
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
皆
さ
ん
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。（
中
国
蘇
州
市
は
内

陸
部
の
平
地
で
、
周
辺
に
ほ
と
ん
ど
山

が
あ
り
ま
せ
ん
）

　

７
日
は
栄
村
の
伝
統
食
で
も
あ
る

「
早
そ
ば
」
作
り
を
体
験
し
、
夕
方
は

ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ラ
ン
で
村
民
と
の
交

流
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
さ
か
え
田

植
え
唄
愛
好
会
の
皆
さ
ん
か
ら
踊
り
を

披
露
し
て
も
ら
い
、
村
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
「
か
ら
す
踊
り
」
を
全

員
で
輪
に
な
っ
て
踊
る
な
ど
、
楽
し
い

交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
最

終
日
の
昼
食
に
は
栄
村
の
郷
土
食
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
月
岡
女
衆
こ

ん
こ
ん

会
の
皆

さ
ん
か

ら
心
の

こ
も
っ

た
手
料

理
を
提

供
し
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。

　

蘇
州

市
の
皆

さ
ん
は

栄
村
の
文
化
や
歴
史
に
も
興
味
を
持
つ

方
が
多
く
、
と
ね
ん
ぼ
資
料
館
や
常
慶

院
、
絆
や
こ
ら
っ
せ
な
ど
を
見
学
し
、

通
訳
を
通
し
て
の
施
設
職
員
か
ら
の
説

明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
蘇
州
市
と
の
交
流
を
一
層
進

め
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た

訪
問
の
計
画
や
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
、
倪
頌
霖
（
ニ
ー
ソ
ン
リ
ン
）
さ
ん

に
、
村
の
観
光
交
流
大
使
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
蘇
州
市
と
栄
村
の
友
好
交
流

を
深
め
て
い
こ
う
と
、
す
で
に
来
年
１

月
に
は
蘇
州
市
の
中
学
校
か
ら
の
栄
村

訪
問
が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
ま
す
ま
す

文
化
や
観
光
で
の
交
流
が
進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

▲歓迎会で一緒にからす踊り

　

村
史
編
纂
室
で
は
、
調
査
活
動
を
村

民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
い
う
趣

旨
で
、
自
然
と
歴
史
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
、
自
然
部
会
で
は

４
回
の
自
然
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
月
、
横
倉
の
営
巣
地
で
村
の
鳥
ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
繁
殖
状
況
を
調
査
、
15

の
つ
が
い
が
巣
箱
で
繁
殖
し
た
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
７
月
、野
々
海
で「
幻

の
湿
原
」
と
い
わ
れ
て
き
た
西
窓
の
自

然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
57
年
に

飯
水
教
育
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
野
々

海
・
貝
立
の
自
然
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
し
し
や
ち
湿
原
」（
西
窓
）
と
比
較
し

て
池
塘
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
８
月
、
定
置
網
等
で
千

曲
川
の
魚
を
捕
獲
し
ま
し
た
。
ウ
グ
イ

（
ハ
ヤ
）、オ
イ
カ
ワ
（
ジ
ン
ケ
ン
バ
ヤ
）

等
在
来
種
が
健
在
な
一
方
で
コ
ク
チ
バ

ス
や
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
等
の
外
来
魚

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。来
る
12
月
15
日
、

信
州
大
学
で
こ
の
経
過
発
表
を
行
う
予

定
で
す
。
９
月
は
北
野
川
の
源
流
本
沢

で
ナ
ガ
レ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
い
う
希
少
種

の
捕
獲
を
試
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
体

は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

植
物
の
調
査
は
、
自
然
に
関
心
の
高

い
村
民
の
方
の
情
報
提
供
や
現
地
案
内

等
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
１
回
行
っ
て

き
ま
し
た
。
哺
乳
類
は
全
村
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
分
析
を
進
め
ま
す
。
昆
虫
類

は
、
今
夏
栄
村
ビ
ー
ナ
ジ
の
会
の
協
力

を
得
て
ホ
タ
ル
生
息
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
分
布
図
を

作
成
す
る
計
画
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

▲８月、千曲川で魚の観察会
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.42

　

秋
山
で
は
苗
場
山
の
雪
化
粧
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
日
に
日
に
冬
、
い
や
雪
が
近
づ

い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。
皆
様
、
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
季
節
の
変
わ
り
目
に

な
る
と
寄
稿
す
る
協
力
隊
員
の
石
川
で
す
。

昨
年
は
近
隣
市
町
村
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

Ｂ
型
が
流
行
し
、
例
年
と
は
違
う
低
気
温
に

体
調
を
悪
く
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
推
奨
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
除
菌

ア
ル
コ
ー
ル
の
使
用
等
、
予
防
・
体
調
管
理

を
大
切
に
し
て
、
雪
の
季
節
を
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。

　

10
月
、
秋
山
が
紅
葉
に
彩
ら
れ
る
時
期
、

私
は
観
光
協
会
主
催
秋
山
郷
の
市
に
参
加
し

ほ
ぼ
毎
日
、
切
明
雄
川
閣
前
の
コ
ン
テ
ナ
屋

台
に
い
ま
し
た
。
開
催
中
お
越
し
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
励
ま
し
や
指
摘
の
お
声
は
今
年
か
ら
初
参

加
と
な
る
私
に
は
力
に
な
り
、
未
熟
を
補
う

情
報
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
経
験
し
た
秋

山
の
紅
葉
は
見
事
の
一
言
で
し
た
。
遠
く
に

見
え
る
山
の
紅
葉
、
色
づ
い
た
木
々
の
間
を

通
る
道
と
遠
近
両
方
で
楽
し
め
る
彩
り
に
テ

ン
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
し
た
。
残
念
な
の
は

忙
し
さ
か
ら
そ
れ
ら
を
十
分
満
喫
す
る
時
間

を
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
、
紅

葉
の
最
盛
期
場
所
が
徐
々
に
北
に
移
っ
て
い

く
光
景
も
季
節
の
移
ろ
い
を
体
感
で
き
て
面

白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
自
分
の
移
動

距
離
も
長
く
な
っ
た
な
と
い
う
こ
と
と
、
栄

村
っ
て
と
ん
で
も
な
く
広
い
な
と
再
認
識
も

で
き
ま
し
た
。
切
明
で
出
会
っ
た
お
客
様
の

旅
目
的
も
様
々
で
、大
半
は
ツ
ア
ー
の
休
憩
、

紅
葉
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
利
用
で
し
た
。
他

に
も
秋
山
の
紅
葉
の
フ
ァ
ン
で
毎
年
の
常
連

様
、
数
年
前
に
仕
事
や
個
人
的
に
来
て
懐
か

し
く
思
い
久
し
ぶ
り
に
来
訪
さ
れ
た
人
達
、

家
族
で
自
然
を
満
喫
し
に
来
た
人
達
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
少
し
驚
い
た
の
が
ド
ラ

イ
ブ
や
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
長
距
離
旅
行

（
二
、三
日
で
複
数
県
を
跨
ぐ
）
の
割
合
が
多

い
こ
と
で
す
。
長
距
離
移
動
の
途
中
で
秋
山

の
紅
葉
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
同
時
に
そ
の
体
力
と
気
力
が
羨
ま

し
い
で
す
ね
。

　

個
人
的
な
試
み
と
し
て
今
回
の
郷
の
市
で

郷
土
食
あ
ん
ぼ
の
手
作
り
販
売
を
行
っ
て
み

ま
し
た
。
目
的
の
一
つ
で
あ
る
あ
ん
ぼ
の
認

知
向
上
に
少
し
は
貢
献
で
き
た
か
な
と
思
い

た
い
で
す
。
一
番
の
狙
い
で
あ
っ
た
車
の
中

で
移
動
中
も
食
べ
ら
れ
る
軽
食
は
お
持
ち
帰

り
の
お
客
様
も
多
く
、
成
功
し
た
か
と
感
じ

ま
し
た
。
で
も
一
番
の
問
題
は
味
で
し
ょ
、

と
言
わ
れ
る
と
困
り
ま
す
ね
。
い
か
ん
せ
ん

素
人
の
試
み
だ
っ
た
の
で
。
た
だ
、
今
回
に

懲
り
ず
、
次
回
は
更
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
学
習
、研
究
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川
泰
正
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
現
地

審
査
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

現
地
審
査
は
10
月
31
日
か
ら
11
月
２

日
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
栄
村

か
ら
津
南
町
ま
で
、
審
査
員
を
ジ
オ
ガ
イ

ド
の
皆
様
で
案
内
し
た
り
、
こ
の
４
年
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
現
地
審
査
だ
け
で
結
果
が
決
ま
る

の
で
は
な
く
、
審
査
員
が
今
回
の
結
果
を

持
ち
帰
り
、
12
月
14
日
に
審
査
会
議
が
開

か
れ
、
そ
の
内
容
を
受
け
、
来
年
の
１
月

18
日
に
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

現
地
審
査
で
は
審
査
員
か
ら
教
育
の
取

り
組
み
や
、
ガ
イ
ド
案
内
の
状
況
な
ど
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

栄
村
、津
南
町
が
持
っ
て
い
る
地
域
資
源
、

人
的
資
源
や
、
個
々
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
反
面
、
そ
れ
ら
の
情
報
を

整
理
し
、
外
へ
発
信
す
る
作
業
（
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
）
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
の

で
は
、
と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
指
摘
の
内
容
を
受
け
、
ジ
オ

パ
ー
ク
対
応
が
よ
り
良
い
活
動
に
な
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
文
責　

越
智
）

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

12
月
14
日
㈮　

18
時
30
分
～
20
時

　

今
回
は
座
学
で
す
。
今
年
度
の
お
宝
め
ぐ

り
の
紹
介
や
、
新
ジ
オ
サ
イ
ト
の
紹
介
を
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
場
　
所
】
津
南
町　

な
じ
ょ
も
ん

【
持
ち
物
】

　
ジ
オ
パ
ー
ク
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
現
地
で
１
０
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
）

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

㊸
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よ りだ健保

　「低温やけど」とは、カイロや湯たんぽなど、体温より少し高めの温度（44℃～50℃）のものに
長時間触れ続けることによって起きる火傷です。

　低温やけどにならないために
・湯たんぽ・あんかは、ふとんを温める目的に使い、寝るときに
　はふとんから出しましょう。電気毛布も同じく、寝る前に電源
　を切りましょう。
・貼るカイロは必ず服の上から貼り、同じ所に長時間貼るのは避
　けましょう。

　低温やけどになってしまったら
・皮膚が赤くなりひりひり痛む、水ぶくれができるなどが症状です。小範囲のやけどであれ
ば水ぶくれはつぶさず、清潔なまま診療所へ。広範囲であればすぐに皮膚科のある病院で
受診してください。

低温やけどにご注意を！

　感染性胃腸炎は、細菌やウイルスが原因でおう吐や下痢がおこる冬に流行する感染症です。
　なかでもノロウイルスは感染力が強く、家族内で広がったり、食中毒の原因になることもあります。乳
幼児や抵抗力が落ちている人は、少ないウイルス量でも発症してしまうことがあるので注意が必要です。
♦感染経路→便やおう吐物、ウイルスがついた食べ物。また、おう吐物が乾燥して浮遊することでも感染

経路になってしまいます。
♦感染から発症→ノロウイルスは24～48時間、３日程度で軽快します。ただし、症状が軽快しても２～ 3

週間は便からウイルスがでているので要注意です。感染しても発症しないために、免疫
力を高めておくこと、粘膜を強くするためにたんぱく質と色の濃
い野菜（ビタミンＡ、Ｃ、葉酸）をとることが大切です。

♦予防方法→手洗い、食材は85℃で１分以上加熱する、換気、マスクなど
♦消毒方法→使い捨てのマスクと手袋を着用して処理しましょう。アルコール消毒

はきかないので、次亜塩素酸ナトリウム（市販の漂白剤）を使って消
毒することが必要です。

これからの季節が要注意!!
感染性胃腸炎の予防と対処について

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

みんなで手洗い、食品の加熱等で予防をし、正しく消毒をすることで流行するのを
防ぎましょう！　
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　12月22日㈯にオープンする木島平スキー場は、今年
で55周年を迎えます。
　２月２・３日には、第55周年を記念したイベントが
開催されます。皆さま是非お越しください。
◇小学６年生までは、今シーズンもリフト無料
　ファミリーのお客様には、無料の「こどもひろば」と、
日本最大級全長800ｍの「そりコース」がおすすめです。
その他、初心者向け・ファミリー向けのイベントも多
数開催予定です。
◇上級者の方は、急斜面にチャレンジ
　ジャンプ台（37.5度）より急斜面のゲレンデ「木島
平の山頂沢コース」、「パイオニアコース」をぜひ体験
してみてください。
問い合わせ先：木島平スキー場　☎０２６９−８２−３４３４

●95周年記念イベント
　2018年11月23日㈮～ 2019年５月６日
㈪使用済みの１日券以上のリフト券裏に
必要事項を記入して専用の投函箱へ。抽
選で95名の方に、シーズン券をはじめ野
沢温泉村特産品などをプレゼント。
●ベストショットフォトコンテスト
　2018年12月15日㈯～ 2019年５月６日
㈪野沢温泉村で撮影したベストショット
を応募してください。入選者には野沢温泉スキー場のオリジ
ナルグッズをプレゼント。さらに、あなたの写真が野沢温泉
スキー場オリジナルはがきになるかも!?
●隠れた文字を探せ
　2018年12月15日㈯～ 2019年３月31日㈰初心者に最適の上
ノ平ゲレンデに隠された文字を探そう。文を完成させて野沢
温泉スキー場オリジナルグッズをもらっちゃおう。
　※対象：小学生以下
　※受付：日影インフォメーションセンター（スキースクール窓口）
■初滑りサービス期間
　2018年11月23日㈮～ 12月14日㈮
　リフト料金特別割引：１日券　大人3,400円、小人1,700円、
　　　　　　　　　　　シニア2,600円
　※降雪があり次第、スキー場営業開始
問い合わせ：野沢温泉スキー場　☎0269-85-3166

～家族の思い出を積もらせよう～
第55周年 北信州木島平スキー場オープン 野沢温泉スキー場ロングランイベント

　28日㈬の夕方６時より津南町役場３階大会議室にて、
「津南町DMO（DestinationManagementOrganization
勉強会」を開催し、住民・役場職員等含め約90名の方
が参加しました。DMOとは、その地域にある資源を
生かし、住民や様々な関係団体・行政が観光地域づく
りに取り組み、法人化することです。
　講師には、大正大学地域構想研究所教授の清水愼一
先生をお招きし、「DMOとは何か」を学び、各地の事
例を紹介いただきました。

　今回の展示は、
全国で活躍する８
人の人形作家と、
高橋まゆみのコラ
ボ展示です。
　人気作家の作品
が一堂にご覧いた
だける、またとな
い機会です。
　さまざまな素材
や、手法で表現さ
れた創作人形た
ち。作風の違いや
作家の世界観をご
堪能いただけます。
期　間：会期中～平成31年３月26日まで
時　間：10時～16時
入館料：大人610円

津南町、観光を軸に地域づくりを！ 高橋まゆみ人形館　秋のコレクション展
「私の好きな人形たち」開催中！

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲津南町は素晴らしい資源があると話す清水先生 
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10月火災・救助・救急出動件数

最高気温 32.9℃ 10月６日㈯

最低気温 4.3℃ 10月31日㈬

平均気温 14.7℃ 総 雨 量 47.0㎜

栄村の気象（10月）

世帯数 829世帯 前月比−3
人　口 1,866人 −4
男 900人 −2
女 966人 −2

出生 1
死亡 5
転入 0
転出 0

世帯と人口（11月1日現在） 10月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 116 飯山日赤� 13

津南病院� 2
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 18
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 14

野沢温泉村 0 1 17

栄 村 0 0 18

管 轄 外 等 0 0 0

もう消した　何度も言うよ　消すまでは

12月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○簡易水道料
○温泉使用料　　　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　山々の葉もあっという間に落ちてしまい、い
よいよ冬のシーズン到来です。
　気がつけば、今年も残すところ１ヵ月を切り
毎年のことですが、年末へ向けバタバタとした
慌ただしい毎日を過ごしています。（笑）
　皆さんは今年一年どんな年でしたか？忙しい
毎日だとは思いますが、少し時間を作って一年
を振り返ってみてはどうでしょうか。来年は元
号も変わるので心機一転、新たなことに挑戦す
るのもいいかもしれませんね。
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※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　１月４日㈮です
口座振替日
　農協・郵便局　　　12月25日㈫
　八十二銀行・県信　12月25日㈫

裕

♦
期
日
　
12
月
21
日
㈮

♦
時
間
　
９
時
45
分
～

今
年
も
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
ま
す
☆

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！
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老人ホーム建設に関する報告

平成30年度北信広域連合善行表彰が行われました

　平成30年9月3日、中野市役所において、平成30年度北信広
域連合善行表彰が行われ、連合長から感謝状が贈られました。
　今回の表彰者は高社寮とふるさと苑に、お米やキノコセット
の食料品（175万円相当）をご寄附いただきました勝山正美様
です。
　勝山様は昨年度も多くのお米やりんごジュースのご寄附をい
ただきました。
　たくさんのご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

　平成30年度より、組織市町村の第7期介護保険事業計画に基づき、飯山市照里の旧第三中学校敷地（最寄
り駅、JR飯山線、戸狩野沢温泉駅）に新施設の建設に向け動き出していますが、8月30日に公募型プロポー
ザルを行い、9月10日に株式会社アーキプランと設計業務委託契約を結びました。このイメージ図は、プロ
ポーザル時に契約者が提出したものです。これから来年の5月にかけて設計を行っていきます。完成は3年
後の2021年になる予定です。

（資料提供：株式会社アーキプラン）

外観イメージ

発行／北信広域連合 〒389-2101 長野県中野市大字豊津2508 中野市豊田支所内 TEL.0269-38-5050  FAX.0269-38-5051  Eメール： kouiki@hokusin.or.jp

vol.422018 冬号
ホームページアドレス
信越自然郷ホームページ

http://www.hokusin.or.jp/
http://shinetsu-shizenkyo.com/
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北 信 広 域 連 合 決 算 報 告
平成30年10月の北信広域連合議会定例会において、平成29度一般会計・特別会計決算が認定されました。

一 般 会 計 （単位：千円）

特 別 会 計 （単位：千円）

財 産 （平成30年5月31日現在）

主 な 支 出 （単位：千円）

422,235歳 入

416,035歳 出

特別老人ホーム ■一般会計

■特別養護老人ホーム会計

■養護老人ホーム会計

養護老人ホーム

望岳荘 高社寮 千曲荘

歳入　478,003 歳入　357,404 歳入　282,869

歳出　471,862 歳出　356,176 歳出　271,924

・病院群輪番制病院運営事業 33,864
・特別養護老人ホーム移管整備事業 70,000

望岳荘
・食堂エアコン改修工事 734
・居室部分廊下補修工事 702

高社寮 ・介護員室給水管修繕 137

千曲荘
・居室エアコン更新工事 929
・受水槽設備改修工事 1※707

いで湯の里
・エアコン更新工事 1,285
・介護ベッド（4台） 587

菜の花苑
・センサーマット（3台） 140
・エアーマット（2台） 132

ふるさと苑
・シャワー式特殊浴槽（1基） 4,358
・電気式乾燥機（1基） 950

高社寮 ・機械室ポンプ等修繕 84

千曲荘

・灯油タンク設置等工事 2,822
・地下オイルタンク
　クリーニング工事 1,177

・受水槽設備改修工事 1※535

高社寮 千曲荘

歳入　102,377 歳入　115,884

歳出　94,780 歳出　112,683

いで湯の里 菜の花苑 ふるさと苑

歳入　340,604 歳入　296,911 歳入　312,235

歳出　322,563 歳出　289,225 歳出　306,551

■歳入
・分担金及び負担金…�組織市町村、北信保健衛生施設組合、岳北広域行政組合及び岳南広域消防組合からの分担

金及び負担金。
■歳出
・‌�議会費…定例会（年2回開催）の経費。組織市町村議会から選任された議員23名で構成。
・‌�総務費…広域連合の運営、公平委員会に関する事務等の経費。
・‌�民生費…介護認定審査会、障害支援区分認定審査会及び入所判定委員会等の経費。
・‌�衛生費…�病院群輪番制病院運営事業（休日・夜間における救急・緊急患者の医療確保のための補助金を交付する。）

の経費。
・公債費…老人ホーム建設に係る起債償還の経費。

建　　　物 23,665㎡

基　　　金 2,994,327 千円

分担金及び負担金　163,526（38.7％） 繰入金　244,078（57.8％）

繰越金　7,488（1.8％）

諸収入　170（0.1％）財産収入　6,973（1.6％）

総務費　178,330（42.9％）

議会費　384（0.1％）

民生費　111,403（26.8％） 衛生費 公債費　92,054（22.1％）

33,864（8.1％）

1 ※　1基に対して改修を行い、その費用を特養と養護で按分した金額
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1職員の任免及び職員数に関する状況

3職員の勤務時間その他勤務条件の状況

4職員の分限及び懲戒処分の状況

6職員の研修及び勤務成績の評定の状況

7職員の福祉及び利益保護の状況

5職員の服務の状況

2職員の給与の状況

採用者数 退職者数
１人 ８人

新規取得 ３人 前年度から継続 ７人勤務時間 ８：30 ～17：15 休憩時間 12：00 ～13：00

分限処分者数 １人 懲戒処分者数 ０人

研修名 内　　　　　容
介護職員向けフォローアップ研修 介護現場で必要となる、利用者やご家族に信頼されるための実務的なビジネスマナー・ケアコミュニケーションを学ぶ。

　職場体験研修 採用後５年を経過した職員を対象。広域連合以外の職場を体験し見聞を広めることにより、連合職員としての自覚を促すとと
もに、多様化の時代に対応できる職員を育成する。民間企業（同業種）での実習及び研修を５日間実施する。

　メンタルヘルス研修会 職員全員を対象。職場のメンタルヘルスについて、こころの健康づくりの研修を行うことにより精神的な不調を解消し、職務
の効率の向上を図る。

申請件数 ０件 承認件数 ０件

平均給料月額 平均年齢
282,570 円 42.3 歳

試　験　区　分 短大卒業程度 高校卒業程度
初　　任　　給 159,800 円 147,100 円

職員数（A） 給与額（単位：千円） １人当たり給与費
（B／A） 共済費給料 職員手当 計（B）

181人 604,783 306,267 911,050 5,033千円 186,525 千円

評価の回数 ２回 評価の時期 ９月・２月 評価の方法 能力評価・業績評価

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
2,641,799 千円 1,093,049 千円 41.4%

部　　　　門 職員数
平成 29 年 平成 30年

事務局 10人 10人
特別養護老人ホーム望岳荘 33人 35人
老人ホーム高社寮 33人 13人
老人ホーム千曲荘 33人 36人

特別養護老人ホームいで湯の里 27人 28人
特別養護老人ホーム菜の花苑 25人 28人
特別養護老人ホームふるさと苑 24人 27人

合　　計 185人 177人

北信広域連合人事行政の運営等の状況を公表します

⑴職員の採用及び退職の状況

⑴勤務時間（標準的なもの） ⑵育児休業（平成29年度）

⑴分限及び懲戒処分者数（平成29年度）

⑴職員研修の状況（平成29年度）

⑴職員の営利企業等従事制限に係る許可の状況（平成29年度）

⑶職員平均給料月額と平均年齢の状況（平成30年４月１日現在） ⑷初任給（平成30年４月１日現在）

⑵職員給与費の状況（普通会計及び特別会計の予算を合わせたもの）（平成30年度予算）

⑵人事評価の状況
　平成29年度より実施。処遇等への反映は今後、段階的に行う予定です。

　　・定期健康診断受診者数　184人　　　・公務災害認定件数　１件　　　・通勤災害認定件数　０件　（平成29年度）
　　・地方公務員法第42条の規定に基づき北信広域連合職員互助会を設置し、福利厚生事業、給付事業を実施。

◆平成29年度  北信広域連合公平委員会の業務状況
　（中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・北信保健衛生施設組合・岳北広域行政組合・岳南広域消防組合・北信広域連合）
　　１　勤務条件に関する措置要求の状況	 ⑴件数　１件（平成29年４月21日受付）	 ⑵処理の状況　平成29年８月25日判定　却下
　　２　不利益処分に関する不服申し立て状況	 ⑴件数　１件（平成29年９月29日受理）	 ⑵処理の状況　審議中

⑴人件費の状況（普通会計及び特別会計の決算を合わせたもの）
（平成29年度決算）

⑵部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）‌�採用者数はH30.4.1の採用者数であり、退職者数はH29.4.1～ H30.3.31の退職
者数です。

（注）‌�利用者のサービス向上のため、早出・遅出・夜勤等細かなシフトがあります。

（注）職員手当には、退職手当を含みません。給与費は当初予算に計上された額です。

（注）‌�職員数は一般職に属する職員であり、市町村からの派遣職員及び地方公務員の身分
を持つ休職者などを含みます。嘱託職員、臨時職員、非常勤職員は除きます。

北信広域連合嘱託職員採用試験のお知らせ
　北信広域連合では、平成31年4月1日採用予定の嘱託職員採用試験を下記のとおり実施します。
□受　付　期　間：平成30年12月10日（月）～平成31年1月31日（木）
□職種・予定人員：介護員及び看護師　いずれも若干名
□受　験　資　格
　＊必要な資格：介護員の場合は特に必要ありませんが、介護福祉士等の有資格者は優遇されます。看護師の場合は看護師又は准看護師。
　＊年 齢 要 件：原則ありませんが、健康でかつ業務に従事可能な者。
　＊住 所 要 件：通勤可能な者であれば、特に問いません。
□試験方法・場所
　＊試 験 方 法：面接試験
　＊期日・場所：平成31年2月10日（日）　中野市豊田支所２階　第１会議室
□申込・問合せ先：所定の試験申込書に必要事項を記入のうえ、受付期間内にお申し込みください。
　　　　　　　　　�受験案内及び試験申込書は、北信広域連合事務局及び各組織市町村の役所・役場の窓口または、各老人ホーム等にあり

ます。また、北信広域連合のホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　　　　〒389-2101  中野市大字豊津2508番地（中野市豊田支所内）　北信広域連合事務局　電話　0269-38-5050



ご寄附ありがとうございました

施設の様子を紹介します

北信広域管内 穴場観光スポット　　 ※今後、各市町村を順次ご紹介します。飯山市

信州かまくらの里の様子（提供：飯山市役所）

信州かまくらの里
　豊富な積雪量を誇る飯山市信濃平地区に今シーズンも「かまくら」
が出現し、レストラン「かまくら村」が期間限定でオープンします。
　このレストラン「かまくら村」では、地元食材をふんだんに使った
名物「のろし鍋」、飯山産コシヒカリのおにぎりをお召し上がりいた
だけます。
　ご家族やご友人、大切な方と一緒に、この時期にしか見ることがで
きない幻想的な景色をお楽しみください。

期　　　　　間 :平成31年1月25日（金）～2月28日（木）
予約・お問合せ :（一社）信州いいやま観光局
　　　　　　　　電話　0269-62-3133（平日8：30 ～17：15）

　10月18日、 秋 の 恒
例行事である『望岳荘』
荘内大運動会が今年も
開催されました。「早
く球まわせ !!!」「そっ
ちじゃねー !!!　こっち
だー !!」 と大きな声。職
員も真剣です。残念な
がら今年も決着がつき
ませんでした。皆さん
童心に返って楽しんで
いらっしゃいました。

　『高社寮』では、9
月25日に延徳小学
校児童会の皆さんと
交流会が行われまし
た。児童さんからは
折り紙をいただき、
高社寮からは延徳小
学校の壁画となって
いる「蓮の花」を利
用者さんが、ちぎり
絵にして贈りました。

　『 千 曲 荘 』 で は、
毎年戸狩で夏合宿中
の玉川大学赤十字奉
仕団の学生さんが交
流を続けてくれてい
ます。今年は、手作
り歌集のプレゼント
もいただき、40人の
学生さんと歌やお話
で楽しい交流ができ
ました。

　10月 少 し 肌 寒 く
なった『いで湯の里』
にフラダンスの慰問
があり、その美しい
踊りに心が癒され気
持ちも明るくなりま
した。

　『菜の花苑』では、
10月31日に動物ふ
れあい訪問がありま
した。
　かわいい動物たち
の芸を見たり、抱か
せていただいたりし
ながら、楽しいひと
時を過ごしました。

　『ふるさと苑』では、
10月18日に豊田中1
年生が福祉体験を行
いました。施設の仕
事体験の他に車椅子
試乗体験、介護食の
試食、最後には花壇
の花植えもご利用者
の皆さんと共に行っ
てもらいました。

　北信広域連合では、現在６か所の老人ホーム（特別養護老人ホーム、養護老人ホーム）を運営しています。
　利用者の皆さんが安心して楽しく生活できるよう、様々な行事を地域の皆様のご協力をいただきながら行っ
ています。

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

平成29年11月１日から平成30年10月31日までにいただいた寄附について、お知らせいたします。
　　　　　　匿名希望者　　現金 10万円　
他にも、たくさんの方々のボランティアを行っていただいており、心より感謝申し上げます。
千曲荘

望岳荘

高社寮

千曲荘

菜の花
苑

ふるさと
苑

いで湯
の里




